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（一）
　The　Winter’s　Tale（1610－11）はシエィクスピァのLast　playsと呼ばれる
後期に書かれた4篇のロマソス劇の中の一つで，主人公のシシリア王リオンテ
ィーズが，彼の妃ハーマイアニーと来訪中の親友であるボヒミア王ポリクサニ
ーズとの関係を邪推して激しい嫉妬にとりつかれるところから前半の悲劇的な
プロットが展開する。この嫉妬の原因は，リオンティーズが帰国を明日にきめ
たボヒミア王を引き留めることができなかったのに，ハーマイアニーの方が夫
にかわって熱心に説得した結果，ボヒミア王の滞在を引きのばすことに成功し
た点にある。これは第三者からみれぽなんでもない出来事なのだが，どんなに
単純明白な事柄でも，また誠心誠意をこめた善意の行為でも，それを受け取る
側が曲解した場合には，まったく思いがけない方向へ進展してしまうことがあ
るが，リオンティーズの激しい嫉妬はちょうどその例で，一旦妃と親友の関係
に邪推をさしはさむと，あとは他人がどう云おうと一歩も後へひかず，あくま
　　　　　　　　　　　　　　　　一25一
　シェイクスピア劇主要人物役柄研究　（荒井）
も自分の判断が正しいと過信し，頑固に自分がこうだと思う方向へ突っ走って
しまうのである。ことに夫婦間の感情のもつれは必ずしも論理的な動機に基づ
くとは限らず，理性を越えて発作的に起こることがよくあるが，とりわけ嫉妬
の場合は手におえない。それはOthelloの中の次のセリフでシェイクスピアが
書いている通りである。
Des．　Alas　the　day！I　never　gave　him　cause。
Emil．　Butブθ410π5　souls　will　not　be　answer’d　so；
　　　They　are　not　ever　」’ealousプわ7　the　cause，
　　　Bu彦ブ6α♂0π∫ノbr　t勿are　」’ealOUS”tisαmons彦er
　　　Begot　aψon　itself，　born　on　itself．
　　　　　　　　　　　　　　　　－0彦hello，　III，　iv，　159－162．
　シェィクスピァはOthelloにおいて武勇にすぐれた黒人将軍がイアーゴーの
策略にかかって嫉妬に狂い，‘‘0，blood，　blood，　blood！”（III，　iii，451．）と叫
んで最愛の妻デズデモーナを殺害する決意をするまでのactionを3幕を費し
て克明に描いて見せたが，The　Winter’s　Taleにおけるリオンティーズの嫉妬
はもっと突発的で，わずか一場の中で妻の不貞を信じ込んで親友の毒殺を重臣
のカミP一に命じるまでに急速に発展する。これはKing　Learの1幕1場で
老王リアが突然激怒してコーディーリアに勘当を申し渡すくだりを思い起こさ
せる。こうした感情の激変を当時流に考えれば，4っの体液（the　four　cardinal
humours）のバランスが急にくずれて調和を失い，‘passion’s　slave’（Hamlet．
III，　ii，70・）となるわけで，シェイクスピアやマーロウの悲劇およびジョンソ
ンの喜劇にはよくこうした人物が登場する。リオンティーズの場合も，邪推・
嫉妬という一つの性癖が猛威を振って極端なノイローゼ現象を起こしたものと
考えられよう。リオンティーズが誇大妄想にかかった‘self－centered　man’と
して描かれていることは，彼以外の登場人物がだれ一人として彼の邪推を信じ
ていないことでもわかる。忠臣カミローは主君の誤った判断を見抜いて王に忠
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　　　　　　　　　　　　　　　　　シェイクスピア劇主要人物役柄研究　（荒井）
告するが聞き入れられないので，毒殺計画をボヒミア王に知らせ，この2人は
シシリアを離れる。これがリオンティーズの邪推に拍車をかける結果となる。
彼は“All’s　true　that　is　mistrusted・”（II，　i，48・）といって今度は憎しみを妃
に集中し，“She’s　an　adultress．”（II，　i，78，88．）と叫んで牢に閉じ込め，生
まれた王女をポリクサニーズの子だときめつけ，アンティゴナスに国外の荒地
へ捨ててこいと命じ（II，　iii，173－179．），妃を弾劾して裁判にかけるという全
くの暴君ぶりを発揮する。そしてこの暴君は自分の判断を正当化して他人にも
納得させる手段としてアポローの神託にうかがいをたて，その神託は裁判廷で
読みあげられる。
　　　Hermione　is　chaste，　Polixenes　blameless，
　　　Camillo　a　true　subject，　Leontes　a　j’ealou∫t7rant．
　この神託の内容はリオソティーズ以外の登場人物にとっても，観客にとって
も，ごくあたりまえの正当な判定なのだが，リオンティーズだけはまだ悪夢か
らさめずに，
　　　There　is　no　truth　at　all　i’th’oracle：
　　　The　sessions　shall　proceed；this　is　mere　falsehood．
と叫ぶ。そのとたんにこの不敬の言動に対する天罰が下り，彼の可愛がってい
た王子マミリアスの死が告げられる。ここではじめてリオンティーズは自分の
否を覚るのである。
　　　Ihave　too　much　believed　mine　own　suspicion．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（III，　ii，　150．）
　この後悔のセリフで彼は今までの邪推・嫉妬が，すべて自分自身の思い過ご
しから出たものであることを知ったわけだが，時すでにおそく，王子の死によ
って大きなショックを受けたハーマイアニーも死んだとポーライナが知らせ
に来る。愕然としたリオンティーズが悲嘆にくれるところで前半の悲劇的なプ
ロットが終わる。そのあと4幕ではコーラス役の「時」が登場して16年の経
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　シェイクスピア劇主要人物役柄研究　（荒井）
過を告げると舞台はボヒミアへ移り，ポリクサニーズとカミローの対話（4幕
2場）から，餓悔悔恨の年月を送っているリオンティーズの様子が語られる。
そして5幕では舞台は再びシシリアに戻って，ここでは心のひろい好人物とな
ったリオンティーズの姿が描かれ，最後には死んだはずのハーマイアニーが生
きて現われるStatue　Sceneが用意されていて，他のLast　playsにも共通し
た寛容と和解の雰囲気につつまれて大団円となる。ハーマイアニーが名誉のた
めに16年にわたる忍耐の隠れた生活を送っていたことは，ポーライナ以外の
登場人物にとっても，観客にとっても，まったくの‘happening’である。シ
ェイクスピアは舞台上の大抵の出来事を観客が前もってわかるように配慮して
書くことが多いから，この‘happening’はごく稀な例だが，この意外性を狙っ
たスペクタクル的な舞台効果は，すでに初期の喜劇The　Comed2　of　Errorsの5
幕でAbbessを登場させて見事な舞i台効果をあげた時に実験ずみのはずで，こ
の場合も象徴的な意味をともなってすばらしい上演効果をあげている。この
Statue　Sceneはさまざまな角度から議論がおこなわれているが，現代の代表
的な演出家ピーター・ブルックの次の言葉が，シェイクスピアの舞i台感覚のた
しかさを実証しているかのようである。
　　　When　working　on　The　Winter’s　Tale　1　discovered　that　the　way　to
　　　understand　this　scene　is　not　to　discuss　it　but　to　play　it．　In　per－
　　　f（）rmance　this　action　is　strangely　satisfying－and　so　makes　us
　　　wonder　deeply．
　　　　　　　　　　　　　　－Peter　Brook，　The　Eηψ砂Space，　p．90．
（二）
　このピーター・ブルックの言葉は，議論の的になっている1幕2場における
リオンティーズの嫉妬の発端に関してもあてはまるように思う。リオンティー
ズが嫉妬心にとりつかれるきっかけがはっきりと私たちに示されるのは108行
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　　　　　　　　　　　　　　　　シェイクスピア劇主要人物役柄研究　（荒井）
目へきたときだが，この場面がはじまってわずか108行の間に，リオンティ
ーズの心境にあれだけの変化が起こった動機やその不自然さについては，さま
ざまな議論がおこなわれている。この劇のプロットはリオンティーズの激しい
嫉妬をきっかけにして展開していくのだから，彼の性格解釈も役柄も，すべて
この1幕2場の嫉妬が出発点になるといえる。そこでこの小論では，嫉妬の発
端に焦点をしぼり，ピーター・ブルックの言葉のように常に上演舞台のことを
頭に描くようにしながら考察を進めてみたい。
　この場面におけるリオンティーズの嫉妬に関しては，大きくわけて次の3っ
の立場がある。
　①最初からすでに妃とボヒミア王との関係に邪推をさしはさんでいる場合。
　②108行で突然嫉妬する場合。
　③108行に至るまでの間に観客の前で嫉妬心にとりつかれる王を描く意図が
　　あったとみる解釈。
　まず第一の場合を考えてみよう。リオンティーズは108行目へきたときに，
はっきりと独白のかたちで心の動揺を観客に語りかけるが，この独白へくるま
でに嫉妬の原因や動機が十分読者を納得させるだけの克明さで描かれていない
ので，リオンティーズは舞台に登場したときから，すでに嫉妬心をいだいてい
たと考えるシェイクスピア研究家がかなりいる。ドーヴァー・ウィルソンもそ
の一入である。
　　　The　problem　of　this　scene　is　to　determine　at　what　point　Leontes
　　　first　becomes　jealous・My　own　belief　is　that　the　actor　who　Plays
　　　him　should　display　signs　of　jealousy　from　the　very　outset　and
　　　make　it　clear，　as　he　easily　may，　that　the　business　of　asking　Polixe－
　　　nes　to　stay　longer　is　merely　the　device　of　jealousy　seeking　Proo£
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－The　IVeωShakesPeare，　P．131．
　近代劇の心理描写とその分折という観点からこの場面を考えるのではなくて
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　シェイクスピア劇主要人物役柄研究　（荒井）
も，リオンティーズが最初から嫉妬心をいだいて登場しているというこの意見
を裏付けるいくつかの要素は想定できる。まずこの劇の原典となったRobert
Greene（c．1560－92）の散文ロマンス物語Pandosto，　the　Triumph　of　Time
（1588）では，リオンティーズにあたるPandostoが妃BellariaとEgistusと
の関係に疑いをさしはさむ動機が書かれていたから，シェイクスピアはそれを
前提としてこの劇を書きはじめているのかもしれない。またあれだけあとの場
面で雄弁にしゃべりまくっているリオンティーズが，この場面の108行目へく
るまでには短かいセリフを10云うだけで，あとは口数少なく黙っているが・
これはすでに邪推で内心おだやかでない彼が，妃とポリクサニーズの言動を疑
いの眼で観察しているためだと考えることもできる。だからハーマイアニーの
云うように（II・29－30）彼のポリクサニーズに対する勧誘ぶりが冷淡になって
いるのだとも見ることができよう。その上リオソティーズ自身の口から，彼が
すすめてもいい返事をしなかったポリクサニーズが，妃の言葉によって滞在を
のばすことに同意したことを指摘したセリフがもれるが（1・87），これは彼よ
り妃にポリクサニーズを引き留める力のあることを認めた嫉妬のセリフと解釈
できる。またハーマィアニーとポリクサニーズが37行目から86行目にかけ
ておこなうセリフのやりとりを，リオンティーズが立ち聞きしていたとする
と，ウィルソンが指摘しているように62行目から75行目にかけてのあどけ
ない幼年時代の思い出話は，次のように解釈される。
　　　Dramatically　it　is　a　masterpiece　of　irony　with　the　livid　face　of
　　　Leontes　in　the　background．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　The　2＞診ωShakespeare，　P・133．
　しかも83行目から86行目にかけてのセリフの中にある‘‘offences”‘‘sinned”
“fault”‘‘slipped”などの言葉は疑惑の念にかられた人が聞けば誤解する恐れ
のある表現となり，それを聞きながらリオンティーズが2人に感づかれないよ
うにそっと近づいて来るという解釈をとれぽ，次のウィルソンの説明も一応可
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　　　　　　　　　　　　　　　　　シェイクスピア劇主要人物役柄研究　（荒井）
能になるわけである。
　　　Is　it　not　more　than　probable　that　Leontes　is　intended　by　Shakes－
　　　peare　to　overhear　these　equivocal　words　as　he　comes　f（）rward
　　　from　behind，　unseen　by　the　speakers　but　in　such　a　way　that　the
　　　audience　can　watch　the　play　of　his　features　？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿The　IVIeωShakesPeare，　p．133．
　またポリクサニーズが9ヵ月も滞在していたことになっており（1．1），しか
もハーマイアニーが妊娠しているのだから，ポリクサニーズが生まれてくる赤
ん坊の父かも知れないということをリオンティーズが疑がおうと思えば疑がえ
ないこともない。こうした点からリオンティーズが最初から邪推の眼で妃とポ
リクサニーズを眺めていて，内心おだやかでないという解釈は一応可能であり，
この解釈にもとついた上演もおこなわれている。1951年にPhoenix　Theatre
でPeter　Brookがdの劇を演出したときにリオンティーズを演じたJohn　Gie1－
gudがそうである。
　　　Peter　B，rook　perhaps　hoped　to　make　the　romance　of　The珊η’8r’∫
　　　Tale　more　reaL　At　any　rate，　when　the　play　opelled，　John　Giel－
　　　gud　was　at　pains　to　convey　the　jealous　disposition　of　a　tyrant
　　　‘‘with　doubts　a　long　time　something　in　his　stomach”and　to　follow
　　　Shakespeare’s　original，　Robert　Greene，　rather　than　Shakespeare．
　　　　　　　　－George　Rylands，　Shαkespeare　5〃70ξγ　6，1953，　p．143．
　この解釈にしたがってリオンティーズが登場したとすると，108行目の独白
で嫉妬をはっきりと表明するまでのセリフは，すべて裏の意味があることにな
る。例えぽ彼がはじめて舞台で口にする次のセリフである。
　　　Stay　your　thanks　a　while，／And　pay　them　when　you　part．
　これはごくあたりまえの社交上の儀礼的な言葉で，友情をこめて明るくにこ
やかに云うことができるわけだが，裏の意味を含めたセリフにすれば，ポリク
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　シェイクスピア劇主要人物役柄研究　（荒井）
サニーズはハーマイアニーと9ヵ月も十分に楽しんだのだからお礼をいいたく
なるのは当然だが，まだまだ早い。帰国するまでに確かな証拠をにぎってやる
から，その時になってお礼がいえるものならいってみろ，といった気持を含め
て云うことは可能であり，表情は作り笑いで，セリフは暗い皮肉な調子にな
る。
　ポリクサニーズの帰国が明日だと知って彼を引き留めようとするリオンティ
ーズの3つのセリフ（IL　15－16，1・17，11・18－19）にしても，もう少し彼の滞在
をのばすようにすすめてその間に確証をつかんでやろうという気持とも，また
自分から一応滞在をすすめてみて，あとで妃からもすすめさせ，どちらの言葉
がポリクサニーズにききめがあ為かを秤にかけて，ポリクサニーズの反応を観
察しようとしているセリフとも解釈できる。
　このようにして以下のリオンティーズのセリフにはすべて皮肉な裏の意味と
気持を読みとることが可能であり，夫にいわれてハーマイアニーがポリクサニ
ーズを熱心に説得しようとすればするほど，妃の親切な態度がすべてリオンテ
　　　　　　　　　　　　1
イーズの気にさわって悪い方に解釈されていくのである。この‘‘signs　of　jea1－
ousy　from　the　very　outset”の解釈をとると，108行目の嫉妬の表明はそう不
自然ではなく，心理的な面からも統一がとれて納得のいく解釈となる。シェイ
クスピアはなにもト書をつけていなから，こうした心理の動きを中心にしたト
書をつけることも可能であろう。だがシェイクスピアは1幕1場においても，
この場面においても，それ以後の場面においても嫉妬の動機についてなにもふ
れていないばかりか，ポリクサニーズが9カ月間シシリアに滞在していた期間
内におけるハーマイアニーとの関係についても，全然ふれていないのである。
嫉妬のドラマは，まさに，1幕2場から始まったとみてよい。その上，1幕2
場でリオンティーズがポリクサニーズに滞在をのばすようにすすめるくだりは
GreeneのPαη405彦0にはなく，シェイクスピアがわざわざ書き下した部分であ
ったはずである。
　　　　　　　　　　　　　　　－32一
シェイクスピア劇主要人物役柄研究　（荒井）
（三）
　そこで今度は108行目へ来てはじめて，リオンティーズが突然嫉妬にとりつ
かれたのだとする第2番目の解釈にしたがって議論を進めてみよう。
　まず原典のPandostoに書かれていた嫉妬のmotivationを，シェイクスピ
アがこの劇で書いていない点だが，すでにOthelloを書いた彼のことだから，
嫉妬の動機づけをやろうと思えばいくらでもできたはずである。それをシェイ
クスピアがこの作でしていないのは，108行目までの舞台上の劇的な時間を最
小限に活用して，まずリオンティーズ，つづいてハーマイアニーからポリクサ
ニーズに滞在を延ばすように勧めるsituationをつくり出し，これだけのエピ
ソードによって，ちょっとしたきっかけがもとになって突然嫉妬心にとりつか
れて苦しむ男の姿を，簡潔にしかもドラマティックに描いて，観客の心をとら
える自信があったからであろう。そしてLast　playsに共通なfinal　reconcilia－
tionの世界をじっくり描くためにOthelloのような悲劇とは違った戯曲構成を
とる必要があったため，嫉妬の動機づけをくどくど描くのをやめて，簡潔な手
法を大胆にとり入れたのだとも考えられる。いつれにしてもこの作は喜劇や悲
劇を30篇近くも書いて舞台技巧を知りつくしたシェイクスピアが，47才のと
きに書いた円熟期の作だけに，台本の上ではわずか108行までのセリフで嫉妬
の発端をあれだけ書いておけば，あとは俳優の演技力にまかせても大丈夫だと
考えたのかも知れない。この簡潔で大胆な手法は，108行目の嫉妬の独白へ来
るまでリオンティーズに長ゼリフをしゃべらせていない点にはっきり現われて
いるともみられる。リオンティーズがこの場面では無口であり，したがってポ
リクサニーズに冷淡な態度をとっているという前に述べたような解釈もなり立
つが，逆に彼の短かい10のセリフは，みんな友情をこめて明かるく云うこと
も可能なのである。
　　　At　my　request　he　would　not．　　　　　　　　　　（1．87）
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　シニイクスピア劇主要人物役柄研究　（荒井）
　このセリフにしても，嫉妬心の表明ととるよりは，‘‘Well　said，　Hermione・”
（1．33）といって妃の意見をほめたたえたセリフの続きとして，「私がすすめて
もボヒミア王が滞在をのばすことに承知してくれなかったのに，よくうまいこ
と説得してくれた」といった感謝の気持をこめた言葉と解釈できないこともな
い。この明るいムードは，まず1幕1場でシシリアの重臣カミローとボヒミア
の重臣アーキダマスの間にかわされる対話にくみとれる。この二人の対話では
両国王の友情の堅いことが強調されていて，少しも暗い予感はない。そして1
幕2場がはじまっても，この明かるいムードは続いており，冒頭でポリクサニ
ーズが長い間滞在したことに対する礼を述べ帰国を明日にきめたというのに対
して，リオソティーズがそれを引き留める場面も，友情に満ちた明かるいムー
ドでいっぱいである。‘‘Tongue－tied，　our　queen？Speak　you・”（1・27）にし
ても，不義を犯した罪の意識からだまり込んでいる妃に対するあてこすりのセ
リフと解釈するよりは，リオンティーズがこれだけすすめてもだめなので，妃
の方から頼んでみてくれと，にこやかにほほえみながら助力を乞うている明か
るいセリフとして表現することも出来るわけで，“Well　said，　Hermione・”
（L33）といったときも，心からの賞讃の言葉で裏はないことになる。そのあと
につづくハーマイアニーがポリクサニーズを説得にかかる約50行にわたるセ
リフのやりとりの間も，妃を信頼してきっとうまく引きとめてくれるだろうと
いう気持で，すべてを妃にまかせて，別に立ち聞きする必要もなく，離れてに
こやかに2人の様子を見ていればいいのである。このハーマイアニーとポリク
サニーズの対話にしても，よほど疑い深い気持になって聞かない限りは，あい
まいなところはないのである。どこにも暗い嫉妬のきざしはみえないようであ
る。それが突然108行目の独白で嫉妬心がはっきりと表明され，一旦嫉妬心に
とりつかれると，もう一歩も後へは引かず，急転直下ポリクサニーズの毒殺計
画，ハーマィアニーの投獄と弾劾へと進んでいく。この急激な感情の変化につ
いていけないために，さまざまな動機づけや心理的な分折が試みられたわけだ
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が，ウィルソンなどのいう‘‘jealousy　from　the　start”の解釈はテクストをじ
っくり読んでいく場合は好都合な解釈となり，心理的な面でかなり不自然さを
救うことができるが，舞台上の形象としてとらえた場合，リオンティーズの心
の動き及び表情とセリフまわしの変化に限られるため，これを逆の解釈をとっ
た場合にくらべて，その差が具体的な動きとなって大きく舞台上に現われると
は思われない。かといって明かるくスタートして108行目へ来て急に嫉妬に狂
うのではあまりにも唐突すぎる。そこで近代の心理的な分折もとり入れなが
ら，しかも108行目での嫉妬の表明がそう不自然にならずに，より具体的に舞
台上で表現でぎないだろうかというのが第3番目の問題点になる。
（四）
　テクストの上からいっても，108行目の独白でリオンティーズが嫉妬にとり
つかれることはだれにとっても明瞭なのだが，それ以前の彼の態度を‘jealousy
from　the　start’の立場をとらずに，友情に満ちた明かるい表情で出発しなが
ら，108行へ来るまでの間に人間の心の奥にひそむ嫉妬心を刺激するような小
さなきっかけをいくつか見出し，それを積み重ねて108行目の嫉妬の独白へと
もりあげることが出来れば，108行目の独白がそう唐突でなく，むしろ簡潔に
してドラマティックな舞台的表現になるというのが私の見解である。これを可
能にするためには，常に舞台の上でのリオソティーズの動作と心の動きを頭に
おいてテクストを再読することと，次のハリソンの提言をとり入れることであ
る。
　　　The　success　or　failure　of　this　scene　depends　on　the　acting　of　Her－
　　　mlone．
　　　She　i∫　attractive，　vivacion∫，　and　demonstrative，　and　quite　naturally
　　　takes　Polixenes　by　the　arms　as　she　leads　him　away　f〈）r　their　chat．
　　　　　　　　　－G．B．　Harrison，　The　Penguin　SliakesPeare，　p．130．
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　すなわちこの場面におけるハーマィアニーのセリフから想像できる彼女の愛
くるしく無邪気なまでの活発な動きを頭に描いてみることと，ハーマイアニー
がポリクサニーズを説得している約50行にわたるセリフのやりとりの間，無
言のリオンティーズが何を考え，何をしていたかを具体的に考えてみることが
必要になる。まずまだ30才をすぎたばかりの若々しいリオンティーズとその
美しくて貞淑な妃ハーマイオニーというこのむつまじい夫婦に，リオンティー
ズの幼い時からの親友で彼と同年輩のハンサムなポリクサニーズを配した舞台
上の構図が頭に描かれなければならない。そうすればシェイクスピアがこの3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tC　　　　　　　　゜人に観客の視点が集まるようにこの場面を書いており，したがってa　preClous
creature：as　she’s　rare…”（1．452）とポリクサニーズが絶讃した美しい妃に，
30代の若い2人の王を配した人間関係には，ちょっとしたきっかけで嫉妬と
いうごく人間的な感情が芽生える可能性がいつでもあったことが理解でき，観
客は3人の俳優のかなりこまかい演技をとらえることができるような状態にさ
えおかれているわけである。
　そこで108行に至るまでの場面を舞台上の動きを頭に描きながらテクストを
よく調べていくと，108行へきて突然リオンティーズを演じる俳優が不自然に
嫉妬心を表明しなくてもすむような，実に用意周到な配慮がほどこされている
ことがわかる。リオソティーズが‘‘Too　hot，　too　hot・”と108行目で感じた
のは，ハーマイアニーが，
　　　Why，　lo　you　now，　I　have　spoke　to　th’purpose　twice：
　　　The　one，　for　ever　earned　a　royal　husband．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll．　106－107）
というこのセリフを夫の顔を見ながら愛情をこめて言ったのち，くるりとポリ
クサニーズの方へ向きをかえて，同じような親密さで，
　　　Th’other，　for　some　while　a　friend．　　　　　　　（L　lO8）
というセリフを彼にかけ，にこやかに手をさしのべる動作をしたのを見た上で
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のことである点については，だれも異論はないようである。ところでリオンテ
ィーズがこのハーマイアニーの動作を見て‘‘Too　hot，　too　hot・”と感じたから
には，これに似た情景が以前にあり，ハーマイアニーがポリクサニーズに対し
て親密な態度を示す個所をリオンティーズが見ていて何からの反応を表現して
おけば，この108行目のセリフは多くのシェイクスピア学者が指摘するほど舞
台上では不自然でなくなるはずである。そこで問題にしたいのは，この場面の
最初のところでリオンティーズがポリクサニーズを引き留めるのに失敗したあ
と，ハーマイアニーにバトソタッチした個所である。ハーマイアニーは夫の勧
誘ぶりが冷淡すぎるといって積極的に夫の親友を説得にかかるところで，彼女
はまず夫の顔を見ながら，
　　　To　tell，　he　longs　to　see　his　son，　were　strong：
　　　But　let　him　say　so　then，　and　let　him　go；
　　　But　let　him　swear　so，　and　he　shall　not　stay，
　　　We’ll　thwack　him　hence　with　distaffs．　　　（U．34－37）
というこのセリフをにこやかに言うと，すぐにポリクサニーズの方をむいて近
づき，
　　　Yet　of　your　royal　presence　I’ll　adventure
　　　The　borrow　of　a　week．　When　at　Bohemia
　　　You　take　my　lord，1’11　give　him　my　commission
　　　To　let　him　there　a　month　behind　the　gest
　　　Prefixed　f～）r’s　parting．（11．38－42）
というこのセリフを，彼を引き留めたいばかりに熱意をこめて一生懸命に親し
げにいい，そのあとですぐにまた夫の方を振り向き，心から愛情をこめてセリ
　　　　　t
フをつづけている。
　　　　＿yet，　good　deed，　Leontes，
　　　Ilove　thee　not　a　jar　o’th’clock　behind
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　　　What　Lady　She　her　lord．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll．　42－44）
　このセリフの内容からして，ハーマイアニーは夫の手をとるか，またはだき
つかんばかりの愛情を示しており，ここで夫婦の気持が通い合ったところで，
すぐにまたポリクサニーズの方を振り返って近づき，熱心に‘‘You’11　stay？”
（1・44）のセリフをかけているのである。このハーマイアニーのll行のセリフ
で彼女は夫とポリクサニーズの両方にはっきりと愛嬌をふりまく動作をしてい
ることが読みとれる。そこで夫婦の愛情が通い合った‘‘Ilove　thee　not　a　jar
o’th’clock　behind／What　Lady　She　her　lord．”のセリフのあとで，まだ気持
を残しているリオンティーズを放っておいて，さっとポリクサニーズの方へ近
づき‘‘You’11　stay　？”と心をこめて説得している妻の動作を見たとき，リオソ
ティーズの表情にちょっとした変化が現われ，心が少々動揺したかも知れない
のである。ハーマイアニーがリオンティーズとポリクサニーズの間に立って活
発に動きまわるこのsituationは，108行目の嫉妬の独白の前のsituationと
そっくりであり，しかもこのあとハーマイアニーはポリクサニーズを独占して，
約50行にわたってますます熱心に説得するわけだから，その間にポリクサニ
ーズの手をとらんばかりの動作をするきっかけはいくらでもある。この2人の
様子を，一人になったリオンティーズが浮かぬ顔で見ているという孤独な姿を
想像すれば，108行目の独白が舞i台上の動きからそう不自然ではなく見る人に
受けとられようし，リオンティーズの心の動きからいっても大した抵抗はない
はずである。
　このようにしてリオンティーズの心の動揺の発端を44行目におくとすれば，
いつも問題になるハーマィアニーとポリクサニーズの約50行にわたる長いや
りとりの間，リオンティーズが何をしていたかという疑問に対する解答がおの
ずから引き出されたことになる。リオンティーズは“ls　he　won　yet？”（1・85）
とハーマイアニーにたつねているのだから，彼は2人の対話を全然聞いていな
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かったという解釈もありうる。このやり方をとればKembleのeditionに示
されたdirectionのように離れてAntigonusやMamilliusと話していてもい
いし，Cumberlandのeditionにあるように背後の3っの玉座の1つに引ぎ
さがって坐り，マミリアスがひざにもたれかかるという方法もとれる。リオソ
ティーズは108行からはじまる独白の終りでマミリアスに話しかけているか
ら，この間はマミリアスと一緒にいて，‘‘ls　h6　won　yet？”のところでマミリ
アスの手をひきながら近づくというFrench’s　Acting　Editionの演出を採用す
ることもできる。
　しかしハーマイアニーとポリクサニーズの対話はasideやsoliloquyで1よな
いのだから，リオンティーズが全然聞いていなかったとする解釈はどうであろ
うか。すぐあとでリオンティーズの問いに対してカミP一が‘‘At　the　queen’s
entreaty・”（1・221）と答えていることでも明らかなように，登場人物は約50
行にわたる2人の対話を聞こうと思えば聞けたのである。かといってリオンテ
ィーズが2人の対話をすぐそばで聞いていて，ハーマィアニーの熱心な説得ぶ
りにいちいち反応を示したと考えるのはどうもいただけない。シェイクスピア
はやはりセリフを話している2人に焦点を合わぜて書いていることは芝居の常
識から明らかである。したがって一番妥当な解釈は離れたところからハーマイ
アニーの説得ぶりを黙って見ているやり方であろう。そしてさきほどの解釈に
よってリオソティーズの表情から徴笑が消えていたとすれば，ハーマイアニー
の“was　not　my　lord／The　verier　wag　o’th’　two？”（1．65）に対する反応も
出せるし，ウィルソンのこの部分の解釈をあてはめることも可能であろう。
　“Is　he　won　yet？”のセリフはハーマイアニーの“My　prisoner　？or　my
guest？”（1・55）に対してポリクサニーズが‘‘Your　guest　then，　madam．”
（L56）という答え方で承諾したのだから，リオンティーズがこのセリフを聞
いていたとすると，確認の意味で問い正したことになり，聞いていなければ結
果をたつねる質問となる。いつれにしても離れて聞いていたのだから，この間
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いはハーマイアニ：にとっても観客にとってもごく自然に聞こえる。問題は次
の‘‘At　my　request　he　would　not・”だが，これはasideとして嫉妬心のあら
われとして扱いたい。そしてそれ以後リオンティーズがハーマイアニーに昔の
清い愛を語るくだりは，心の中がおだやかでないのを押えに押えて彼女との愛
情をつなぎとめようとする最後のあがきとも解釈できる。ところが夫のそんな
気持を少しも知らないハーマイ7ニーはポリクサニーズに手をさし出すが，そ
の手はリオンティーズがはじめて彼女に愛をうちあけて彼女が結婚の承諾をし
たときに彼に与えた「白い手」（1・103）だったのだから，リオンティーズはか
っとなって，‘‘Too　hot，　too　hot．”の独白ではっきりと嫉妬心を表明したもの
と思われる。そしてこれをきっかけにして一旦嫉妬の災がもえあがると，リオ
ンティーズは自己中心的にすべてを解釈する暴君となってしまう。この暴君ば
直接手を下して人を殺しはしなかったが，彼の狂信的な言動によってハーマイ
アニーをはじめ多くの人びとが傷つき，マミリアスとアンティゴナスは世を去
った。その点からは彼に同情の余地はないし尊敬の念もわかない。彼はevil
やfuryの象徴として描かれているという解釈もあるが，シェイクスピアは彼
を決して悪役としては扱っていない。それはハーマイアニーやカミローやポリ
クサニーズのリオンティーズに対する言動を極めて慎重に書いている点にあら
われている。またリオンティーズ自身の悩み（II，　iii，1－9）やマミリアスに対
する愛情や残酷行為への躊躇（II，　iii，157－8）なども書き込まれてあり，後悔
したあとは自分の非を反省し他人の美点を認める人間味豊かな王に仕立てあげ
られている。したがってリオンティーズはもともと悪人だったのではなく，平
静な人間がささいなことから激情にかられて暴君を演じたのち，あるショック
で自分の否を覚り，後悔してもとの平静にもどったというわけだから，これは
シェイクスピア劇におきまりの役柄であるが，とりわけ彼の役柄の描き方の背
後には人の欠点や過失を許して妥協し和解するというシェイクスピアの暖かい
寛容の精神が脈脈と流れているのである。
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主要参考書目
　＊　Brook，　Peter：　The　Emψty　sPace，　Atheneum，　New　York，1968．
The　Deadly　Theatre，　The　Holy　Theatre，　The　Rough　Theatre，　The　lmmediate
Theatreの4章からなるこの体験的演出論のpp．89－91を参考にした。
＊Deighton，　K：The　Winter，s　Tale，　Macmillan，　London，1947．
paraphraseを特色とするこのeditionのintroductionのうち，とくにpp．　xviii－xxvii
を参考にした。
＊　Furness，　H．　Howard：　The　Winter，∫Tale（a　New　Variorum　Shakespeare），
　　Dover　Publication，1964．
主として脚注とAppendixを参考にした。
＊　Harrison，　G．B，：　The　Winter’s　Tale（The　Penguin　Shakespeare），　Penguin
　　Books，1954．
主としてNotesを参考にした。’．・
＊　Kermode，　Frank：Shakespeare，　The　Final　1）lays，　The　British　Council　and　the
　　National　Book　League，．1963．
IV．　The　Winter’s　Tale（pp．29－39）を参考にした。　Eric　PorterがLeontesを演じた
the　1960　Stratford－upon－Avon　Productionの写真が一葉入っている。
＊Muir，　Kenneth：The　Winter’s　Tale，　Macmillan，　London，1968．
この劇に関する批評の抜すいを集めたもの。Casebook　Seriesの一冊で1611年から現
代までの資料をまとめている。
＊PaHbrd，　J・H・P・：The　winter’s　Tale（The　Arden　shakespeare），　Methuen，
　London，1963，
特にIntroductionにおけるDramatic　StructureとCharactersに関する解説と巻末
のAppendix　IV，　Greene’s　Pandosto．　Textを参考にした。
＊　Purdom，　C．B，：Producing　Shakespeare，　Sir　Issac．Pitman＆Sons，　London，
　　1950．
Chapter　IXのPlan　of　a　Productionにおける著者のこの劇に関する演出記録が参考
になった。
＊　Pyle，　Fitzroy：　The　Win　ter，s．7励：ACommentary　on　the　Structure，
　Routledge　and　Kegan　Paul，　London，1969．
GreeneのPandostoと比較しつつ，この劇の構造を中心に各場面ごとに議論している研
究書。
＊Quiller－couch，　Arthur　and　wilson，　John　Dover：The　winter’s　Tale（The
　New　Shakespeare），　Cambridge　University　Press，1950．
Quiller－CouchのIntroductionとDover　WilsonのNotesを参考にした。
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＊　Shakespeare　Surve］6，　Cambridge　Univercity　Press，1953．
George　RylandsのFestival　Shakespeare　in　the　West　End（pp．143－145）を参考に
した。John　GielgudのLeontes，　Peter　Brook演出によるPhoenix　Theatre　1951年
度上演の舞台写真2枚が入っている。
＊　Shakespeare　at　the　Old　Vic　1955－6，　Hamish　Hamilton，1956．
Paul　RogersのLeontes，　Michael　Benthall演出による上演写真集。
＊　Shakespeare　M伽07刎Theatre　1948－50，　Reinhardt＆Evans，1951．
Esmond　KnightのLeontesによる1948年の上演舞台写真4枚を収録。
＊Tillyard，　E．M．W．：Shakespeare’s　La∫t　Plals，　Chatto　and　Windus，1964．
II．　The　Tragic　Pattern（PP．40－48）とIII．　Planes　of　Reality（PP・76－78）の2章
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〔付記　1〕昭和44年12月4日から7日まで東京大手町農協ホールで近代座が坪内造遙・
訳・根本嘉也演出でこの劇を上演したときには，冒頭に原作にはない短かい序劇をつけ，
舞台中央の台座の上にハーマイアニー，その右にリオソティーズ，左にポリクサニーズ
を配したtriangleの人間関係をtableauで象徴的に見せ，時に「これからこの人達の
身の上にどんなことが起こるかは時のなすがままにおまかせください」というセリフを
云わせた。時の役は「時の勝利」という観点から最後の幕切れにも登場させ，前半と後
半をつつみこむ役割を与えた。
　1幕1場は中幕前で演出し，1場の終りで中幕があがると，リオンティーズとポリク
サニーズが板付の状態で乾杯し終ったところで2場がはじまった。リオンティーズは明
かるくにこやかに最初のポリクサニーズのセリフを聞いており，帰国を明日にきめたと
いうポリクサニーズのセリフで，バー・・7イアニーに「明日お帰りだそうだ」とこなしを
入れてから，自分で引きとめようとするが，うまくいかないので妃の手をとって27行目
のセリフをいう。33行目のセリフも妃が可愛いくてしかたがない様子で，妃のほほに軽
く指をもっていったりする。それを妃が急にはずしてポリクサニーズを引き留めるのに
一生懸命になって夫を放置するので，リナンティーズの心は少し動揺し，杯を手にして
2人の様子を見ている。妃はボヒミア王の手までとって説得するので，リオソティーズ
は不気嫌になって1人舞台右へ離れていく。妃がボヒミア王をうまく説得したところで
杯をとりにくる。リオソティーズもとりにいくが，妃の方が先にリオンティーズが注い
でおいた杯をとってボヒミア王に渡すので，リオンティーズはむっとなって，2人の行
動を観察しながら別の杯の酒をのむ。妃がポリクサニーズの飲みほした杯を返しながら
65行目のセリフをリオソティーズの方を見ていうので，リオンティーズは顔をしかめて
そっぽを向き，そのあとの妃とボヒミア王のセリフのやとりの間に静かに2人に近づい
て86行目のセリフで問いかけ，次の‘‘At　my　request　he　would　not・”は観客の方を
見てwhisper気味に嫉妬心のセリフとして表現した。このようにいくつかのきっかけ
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をっくって，じわじわ嫉妬していく過程を見せたので，108行目の嫉妬の表明は不自然
セこならなかった。
〔付記　2〕昭和45年1月14，17，21，23，25の5日間，Royal　Shakespeare　Com－
panyがTrevor　Nunn演出により日生劇場でこの劇を上演した際に，　Barrie　Ingham
のLeontesは，108行目で突然嫉妬心を感じる表現をとった。そして嫉妬のきっかけ
を観客にはっきり印象づける手段としてslow　motionを採用して効果をあげた。　Leo－
ntesは妃がボヒミア王を説得している間，王子やカミローと舞台中央奥で後向きになっ
て話をしていて，2人の様子を見ていない。それが80行目の妃のセリフで2人に近ずきr
‘‘
`t　my　request　he　would　not，”もボヒミア王の肩に両手をかけてゆさぶらんばかり
に喜こんでいう。ところが妃が105行目のセリフのあとでポリクサニーズの手をとって
何か耳うちすると，ボヒミア王は高らかに笑う。これを見た瞬間，3人の動作が突然ス
トップして，スロー・モーショソになり，Leontesカミ舞i台前から観客にwhisperで
108行目のセリフをかけるというやり方で，嫉妬のきっかけを巧みに処理した。だがこ
の演出は映画のslow　motionと照明効果という現代的な手法に輯って解決している点
は注意すべきであろう。
＿43一
